
























後に就業継続する女性正社員の割合は、1985 年～ 1989 年出産者では 40.4％























































































































象は、調査協力企業 17 社に平成 27 年に入社した大学・大学院卒の男女 2,137
人（女性 836 人、男性 1,301 人）である。この 17 社は、正社員が 3,000 人以上（10
社）、1,000 人以上 2,999 人以下（4 社）、800 人以上 999 人以下（3 社）の大企
業で、金融業 1 社、建設業 1 社、コンサルタント業 1 社、サービス業 7 社、
商社・卸業 1 社、通信・ソフト業 2 社、製造業 4 社（本社は東京 15 社、埼玉


















































































































































































































































































































































認したところ、VIF が 2 以上の変数はなかった。したがって、多重共線が
発生している可能性は低いと考えられる。
3） 企業 17 をレファレンスとし、16 社分のダミー変数を投入したところ、管理
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